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新

た

な

地

域

福

祉

計

画

 

策

定

予

定

は

法

改

正

な

ど

の

動

向

を

 

見

極

め

決

定

し

た

い

食育推進計画の策定
 市 の 考 え は

都などと連携し
 作 成 に 努 め る

重
田　

益
美
議
員　

介
護
保
険
制

度
の
改
正
な
ど
、
地
域
を
支
え
る

社
会
保
障
制
度
が
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
行

政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
事
業

者
と
共
に
支
え
合
う
﹁
公
助
・
共

助
・
自
助
﹂
を
地
域
で
つ
く
り
出

し
て
い
く
﹁
地
域
福
祉
﹂
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
で
終
了

す
る
市
福
祉
計
画
に
、
地
域
福
祉

計
画
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
新
た
に
策
定
す
る
予
定
は
。

福
祉
保
健
部
長　

計
画
の
策
定
時

期
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
福
祉
に

関
す
る
法
改
正
な
ど
の
動
向
を
見

極
め
、
市
総
合
計
画
や
他
分
野
の

福
祉
計
画
と
整
合
を
図
り
た
い
。

議
員　

計
画
策
定
に
お
い
て
、
住

民
参
加
の
進
め
方
が
重
要
な
要
素

と
な
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な

具
体
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

住
民
参
加
の
新

た
な
試
み
と
し
て
、
地
域
住
民
と

の
交
流
会
や
勉
強
会
等
の
開
催
を

検
討
し
て
い
る
。

遠
田　

宗
雄
議
員　

食
育
は
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人

の
生
活
の
基
本
で
あ
る
。

　

現
在
、﹁
食
﹂
を
め
ぐ
る
状
況
は

各
世
代
で
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、﹁
み
ん
な
で
毎
日
朝
ご
は

ん
﹂
な
ど
、
身
近
な
取
組
か
ら
始

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
食
育
に
つ
い
て
市
の

取
組
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
子
供
た
ち

が
給
食
や
栄
養
な
ど
に
興
味
、
関

心
が
高
ま
る
よ
う
食
に
関
す
る
授

業
を
実
施
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
広
報
紙
を
学
期
ご
と
に
発
行

し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長　

家
庭
で
は
、
保

護
者
自
身
の
食
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識
不
足
等
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
健
指
導
な
ど
で

食
育
の
普
及
に
努
め
て

い
る
。

議
員　

食
育
推
進
計
画

を
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
策
定
す
べ
き
だ
と
思

う
が
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
作
成
、

実
施
で
き
る
よ
う
都
や

関
係
各
課
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

乳幼児（子ども）医療費助成
中学生までに拡大できないか

都の動向を踏まえ
 判断していきたい

共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

 

導

入

す

べ

き

で

は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
の
で

 

研

究

し

て

い

き

た

い

分倍河原駅人道橋
 建 替 え の 考 え は

利用者の動向を把握し
 必要性を研究したい

子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び

メ
ン
タ
ー
家
庭
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か

先
進
自
治
体
等
を
参
考
に

 

導

入

を

検

討

し

た

い

民主的・効率的行政の実現
 市 の 考 え は

事務事業評価等により
効果的な行財政運営を目指す

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

子
育
て
は
、

心
理
的
・
肉
体
的
負
担
、
経
済
的

負
担
等
を
生
む
。
こ
れ
を
軽
減
す

る
こ
と
は
、
少
子
化
対
策
の
柱
の

一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
負
担
軽
減
策
と
し
て

ニ
ー
ズ
が
高
い
、
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

医
療
費
の
助

成
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
子
供

を
育
て
る
家
庭
の
家
計
を
援
助
す

る
と
と
も
に
、
子
供
の
健
康
を
積

極
的
に
支
え
て
い
く
上
か
ら
も
、

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

助
成
対
象
を
中
学
３
年
生

ま
で
拡
充
す
る
考
え
は
。

市
長　

現
在
、
都
で
は
、
助
成
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
。

　

本
市
で
も
、
子
育
て
支
援
は
重

要
な
行
政
課
題
と
考
え
て
い
る
の

で
、
都
の
動
向
な
ど
、
状
況
を
見

極
め
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

他 

携
帯
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
拡
充
・
再
構
築
に
つ
い
て
︱
日

常
的
な
活
用
を
視
野
に
さ
ら
な
る
充
実

を
︱

小
山　

有
彦
議
員　

国
が
行
っ
て

い
る
﹁
複
数
市
町
村
等
共
同
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
開
発

事
業
﹂
の
内
容
・
実
績
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

同
事
業
は
、
複
数
の

自
治
体
が
共
同
で
情
報
処
理
業
務

を
外
部
委
託
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム

を
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
運
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

大
幅
な
経
費
削
減
と
、
高
い
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
水
準
で
の
運
用
が
可
能

に
な
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
、
共
同
化
が
自
治
体
の
業

務
改
善
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員　

同
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い

る
西
宮
市
の
被
災
者
救
援
シ
ス
テ

ム
は
、
災
害
後
の
被
災
者
へ
の
行

政
対
応
等
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
19
年

度
に
予
定
し
て
い
る
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
の
中
で
研
究
し
た
い
。

他 

府
中
市
の
経
営
改
革
に
つ
い
て

池
田　

茂
二
議
員　

分
倍
河
原
駅

は
乗
降
客
数
が
多
く
、
高
齢
者
や

子
供
連
れ
の
方

々
な
ど
、
誰
も

が
安
心
し
て
使

い
や
す
い
駅
で

あ
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
。

　

人
道
橋
は
、

南
口
と
東
口
を

つ
な
ぐ
唯
一
の

通
路
で
あ
る
が
、

市
は
今
後
の
利

用
者
数
を
ど
う

予
測
し
て
い
る

か
。

都
市
整
備
部
長　

今
後
予
測
さ
れ

る
の
は
、
当
駅
利
用
者
数
の
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線

新
駅
の
設
置
に
よ
り
、
通
勤
な
ど

の
乗
降
客
数
の
減
、
プ
ラ
ス
要
因

と
し
て
は
、
駅
南
口
に
商
業
施
設

の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
増
が
考
え
ら
れ
る
。

議
員　

人
道
橋
は
老
朽
化
が
見
ら

れ
る
が
、
安
全
性
確
保
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
へ
の
対
策
等
か
ら
、
建
替

え
な
ど
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

建
替
え
な
ど
に

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

子
育
て
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
個
別
の
家

族
に
対
し
て
、
子
育
て
の
相
談
に

乗
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
専
門
家
で
あ
る
。

出
生
率
向
上
等
の
た
め
、
子
育
て

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
保
護
者
及
び
家
族
が
、

病
気
、
事
故
等
で
子
ど
も
の
養
育

が
困
難
に
な
っ
た
時
、
地
域
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
短
期
間
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
、
メ
ン
タ
ー

家
庭
制
度
創
設
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

子
育
て
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
人
材
は

必
要
と
考
え
る
が
、
人
材
の
育
成

や
確
保
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
が

課
題
で
あ
る
。
先
進
自
治
体
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

　

メ
ン
タ
ー
家
庭
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
受
け
皿
と
な
る
家
庭

を
ど
の
よ
う
に
発
掘
す
る
か
が
課

題
と
な
る
。
既
に
実
施
し
て
い
る

他
市
の
状
況
等
を
調
査
し
、
事
業

展
開
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

他 

学
童
ク
ラ
ブ
の
帰
宅
時
に
お
け
る
安

全
対
策
に
つ
い
て

稲
津　

憲
護
議
員　

行
財
政
運
営

に
お
い
て
、
近
年
、
都
市
経
営
と

い
う
観
点
か
ら
、
民
間
手
法
も
導

入
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
よ
り
安
い
費
用
で
よ

り
大
き
な
効
果
と
い
う
原
則
は
、

市
民
が
望
む
こ
と
で
も
あ
る
が
、

反
面
、
単
な
る
行
政
の
縮
小
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
単
に
官

か
ら
民
で
は
な
く
、
市
民
を
顧
客

と
し
て
と
ら
え
、
民
間
手
法
を
導

入
し
つ
つ
、
民
主
的
か
つ
効
率
的

な
行
政
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

と
理
解
し
て
よ
い
か
。

総
務
部
長　

事
務
事
業
評
価
に
お

い
て
、
成
果
に
基
づ
い
た
評
価
等

を
行
い
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

行
財
政
運
営
等
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
予
算
編
成
で
は
、
枠
配

分
方
式
に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

地
域
課
題
に
精
通
し
た
主
管
部
の

自
主
的
な
判
断
で
事
業
化
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
に
コ
ス

ト
意
識
を
持
た
せ
、
市
民
の
満
足

度
を
高
め
る
た
め
に
、
事
業
の
重

点
化
等
を
目
指
し
て
い
る
。

他 

府
中
市
の
条
例
・
規
則
等
の
公
布
に

つ
い
て

つ
い
て
は
、
駅
周
辺
の
新
た
な
土

地
利
用
転
換
に
よ
る
利
用
者
の
動

向
を
把
握
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
検
討
や
橋
の
耐
久
性
な
ど
を
検

証
す
る
中
で
、
必
要
性
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　　▲分倍河原駅の人道橋


